
                                         －１－
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都道府県等が決定し、一体の都市として整備、開発及び保全すべき都市計画

区域を対象として、中長期的な視点に立って、都市計画の基本的な方針を  

定めるもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事  項 

【 1.都市計画の目標 】 
1)都市づくりの基本理念  
①千葉県の基本理念 

②本区域の基本理念 

2)地域毎の市街地像 

【 2.区域区分の決定の有無及びその方針 】 

【 3.主要な都市計画の決定の方針 】 
1)都市づくりの基本方針  
①集約型都市構造に関する方針  

②広域幹線道路の整備に対応した業務機能等の誘導に関する方針 

③都市の防災及び減災に関する方針  

④低炭素型都市づくりに関する方針 

2)土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針   
①主要用途の配置の方針 

②市街地における建築物の密度の構成に関する方針 

③市街地における住宅建設の方針 

④特に配慮すべき問題等を有する市街地の土地利用の方針 

⑤市街化調整区域の土地利用の方針 

3)都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針  
①交通施設の都市計画の決定の方針  

②下水道及び河川の都市計画の決定の方針  

③その他の都市施設の都市計画の決定の方針  

4)市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針  

5)自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針  

下総・大栄 
都市計画区域の統合、都市計画見直しの基本方針（県策定）、 
成田空港の機能強化など 

成田，多古， 

芝山，横芝光 
成田空港の機能強化など 

東金 圏央道の整備の進展など 

 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の概要 

１．都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（区域マスタープラン） 

２．都市計画の体系 

３．区域マスタープランに定める事項 

千葉県総合計画 

 

市町村総合計画 

（基本構想） 

H26.7.4策定 

都市計画見直しの基本方針 

（知事方針） 

市町村の都市計画

に関する基本方針 

（市町村都市計画 

マスタープラン） 

都市計画区域の整備、 

開発及び保全の方針 

（区域マスタープラン） 
 

都市計画の基本的な方針 

具体の都市計画 

・区域区分    ・地域地区   ・都市施設（道路、公園等） 

・市街地開発事業 ・地区計画 等 

都市計画法 

 
 
 
都市再開発 
の方針 

 

４．今回の区域マスタープランの主な変更理由 

－２－ 
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第２号議案 下総都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針並びに 

大栄都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更 

について 

１ 変更のポイント 

〇都市計画見直しの基本方針を踏まえた変更 

  下総都市計画区域と大栄都市計画区域を統合し、一体の都市として整備、開発及び保全  

するために方針を定める。また、平成２６年７月に千葉県が策定した「都市計画見直しの  

基本方針」に基づき必要な変更を行うとともに、成田空港の更なる機能強化等を踏まえ、 

新たな土地利用の方針を位置付ける。 

２ 主な変更内容 

○都市づくりの基本方針 

  ①集約型都市構造に関する方針 

都市機能や公共施設等が立地している幹線道路沿道や滑河駅の徒歩圏域等の地域での 

住宅市街地の形成を図る。また、コミュニティバスやデマンド交通などの活用により、  

公共交通ネットワークの機能強化を進め、持続可能な都市構造の形成を図る。 

  ②広域幹線道路の整備に対応した業務機能等の誘導に関する方針 

圏央道や東関東道のインターチェンジ周辺では、地区計画等の活用により、成田空港 

との近接性を生かした物流・産業機能の計画的な誘導を進める。 

③都市の防災及び減災に関する方針 

市街地においては、都市型水害の発生を抑制するため、保水性や浸透性のある自然的な

土地利用の保全を図るとともに、雨水排水施設の整備に努める。 

④低炭素型都市づくりに関する方針 

ＣＯ２の吸収源となる樹林地などの自然環境の保全・維持管理に努めるとともに、

公園や緑地の確保に努める。 

〇土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

 ・主要用途の配置の方針 

    (流通業務地)  

    圏央道のインターチェンジ近接地に開場する新生成田市場周辺に流通業務地を配置し、

整備を図る。 

    圏央道下総インターチェンジの周辺地域においては、周辺環境に配慮し計画的な産業 

機能の誘導を進める。 

   (住宅地) 

    県道成田滑河線及び主要地方道成田下総線の沿道地区において、航空機騒音障害防止  

特別地区に指定している地域の一部については、用途地域等の見直しを図る。 

 

 

 

 

 

３ その他の変更 

・「成田市都市計画マスタープラン」（平成２９年３月策定）等の見直しを踏まえた変更 

・都市施設の整備状況等を踏まえた時点修正 

 

４ 参考図 

 

 

 

 

 

【変更の概要】 

凡例 
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【下総大栄都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更】  
 新旧対照表抜粋 

新 旧（下総） 旧（大栄） 

３．主要な都市計画の決定の方針 
１）都市づくりの基本方針 
① 集約型都市構造に関する方針 

少子高齢化や人口減少に対応するため、既に都市機能や公共施設等が立地してい
る幹線道路沿道や滑河駅の徒歩圏域等の、拠点となる地域での住宅市街地の形成を
図る。 
また、公共施設のバリアフリー化の推進や、既存ストックの有効活用を図り、コミュ

ニティバスやデマンド交通などの活用により、集落地域と拠点間を結ぶ公共交通ネット
ワークの機能強化を進め、持続可能な都市構造の形成を図る。 

 
② 広域幹線道路の整備に対応した業務機能等の誘導に関する方針 

圏央道や東関東道のインターチェンジ周辺では、地区計画等の活用により、豊か
な自然環境との調和を図りながら、成田国際空港との近接性を生かした物流・産業
機能の計画的な誘導を進める。 

 
③ 都市の防災及び減災に関する方針 

災害時に拠点となる公共施設の耐震機能強化を進めるとともに、広域的な連携が
図られるよう道路ネットワークを整備する。（省略） 
市街地においては、都市型水害の発生を抑制するため、保水性や浸透性のある自然的

な土地利用の保全を図るとともに、雨水排水施設の整備に努める。（省略） 
 

④ 低炭素型都市づくりに関する方針 
集約型都市構造に転換することにより、エネルギーの効率的な利用を促進し、環
境負荷の少ないまちづくりと活発な都市活動を調和させることによって、持続可能
な都市の実現を図る。（省略） 
ＣＯ２の吸収源となる樹林地などの自然環境の保全・維持管理に努めるとともに、
公園や緑地の確保に努める。 

 

 

 
 

 

３．主要な都市計画の決定の方針 

 ２）土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

  ①主要な用途の配置の方針 

  ｃ．流通業務地 

成田新産業パークは、流通業務地として先端技術産業、物流・加工産業など、流通業

務環境の拡充を図る。さらには、圏央道のインターチェンジ近接地に開場する新生成田

市場周辺の新田地区に流通業務地を配置し、整備を図る。 

圏央道下総インターチェンジの周辺地域においては、周辺環境に配慮し計画的な産業

機能の誘導を進める。 

 

  ｄ．住宅地 

  ア．県道成田滑河線及び主要地方道成田下総線の沿道地区 

    既に戸建てが立地している地区について、引き続き生活基盤の充実を図りながら良好

な居住環境の維持に努める。 

    航空機騒音障害防止特別地区に指定している地域の一部については、用途地域等の見

直しを図る。 

３．土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

 １）土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

  ①主要な用途の配置の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｂ．住宅地 

     県道成田滑河線及び県道成田下総線の沿道地区

は既に住居地域として住宅の専用性が高いため、生

活基盤の充実を図りながら良好な居住環境の維持

に努める。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新規 

※新規 



 

 

 

新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

下総大栄都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 年 月 日 

千 葉 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

下総都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年２月１０日 

千 葉 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

大栄都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年２月１０日 

千 葉 県 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下総都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針の変更並びに大栄都市計画都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針の変更 

 

 

 

下総都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針並びに大栄都市計画都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針を、下総大栄都市計画都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針に変更し、以下のとおりとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下総都市計画都市計画域の整備、開発及び保全の方針

の決定 

  

 

 

 

都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

を次のように決定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大栄都市計画都市計画域の整備、開発及び保全の方針

の決定 

  

 

 

 

都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

を次のように決定する 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

１．都市計画の目標 

１）都市づくりの基本理念 

① 千葉県の基本理念 

本県では、人口減少や少子高齢化の進

展、首都圏中央連絡自動車道（以下、「圏

央道」という。）等の広域道路ネットワー

クの波及効果、防災性の向上、低炭素社

会の構築、豊かな自然環境の保全等、都

市を取り巻く社会経済情勢の変化や、そ

れに伴う様々な課題に対応した都市計画

の取組が必要となっている。 

このような状況を踏まえ、本県の今後

の都市づくりは、「人々が集まって住み、

活力あるコミュニティのある街」「圏央道

等の広域道路ネットワークの波及効果に

より活性化する街」「人々が安心して住

み、災害に強い街」「豊かな自然を継承

し、持続可能な街」の４つの基本的な方

向を目指して進めていく。 

 

「人々が集まって住み、活力あるコミュ

ニティのある街」 

低未利用地や既存ストック等を活用し

ながら、公共公益施設等の生活に必要な

施設を駅周辺や地域拠点に集積させ、公

共交通等によりアクセスしやすいコンパ

クトな集約型都市構造とし、地域コミュ

ニティが活性化したまちづくりを目指

す。 

 

１．都市計画の目標 

１）都市づくりの基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．都市計画の目標 

１）都市づくりの基本理念 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

「圏央道等の広域道路ネットワークの波

及効果により活性化する街」 

広域道路ネットワークの整備を進める

とともに、インターチェンジ周辺等にふ

さわしい物流等の新たな産業集積を図

り、雇用や定住の促進により、地域の活

性化を目指す。 

 

「人々が安心して住み、災害に強い街」 

延焼火災を防ぎ緊急輸送路ともなる幹

線道路、様々な災害に対応するための避

難路や公園等のオープンスペース等の整

備・確保、河川や都市下水路等の治水対

策、密集市街地の解消等を進め、安全

性、防災力を向上させた都市の形成を目

指す。 

 

「豊かな自然を継承し、持続可能な街」 

身近な自然環境を保全・創出し、景観

に配慮した良好な居住環境の形成や低炭

素社会に配慮した持続可能なまちづくり

を目指す。 

 

② 本区域の基本理念 

本区域は、千葉県北部中央の北総台地

に位置し、成田市の一部（旧下総町及び

旧大栄町）の区域により構成されてお

り、西は成田都市計画区域（旧成田市

域）、東は神崎町、香取市、南は多古町、

北は利根川を境に茨城県に接している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本区域は、県都である千葉市の東方約

35km、新東京国際空港のある成田市の北方約

12km、首都東京の東方約 55kmに位置してい

る。また、本区域は成田市、大栄町、神崎町

に隣接し、北は利根川に面している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本区域は、県都である千葉市の東方約 

45km、新東京国際空港に近接し、首都東京の

東方約 60kmに位置している。また、本区域

は、成田市、下総町、神崎町、佐原市、栗源

町、多古町に隣接している。 

 

-
 
1
0
 
-



3 

 

新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

本区域は、利根川、大須賀川などの流

域や山間の谷津に広がる水田地帯、台地

上に広がる畑地帯、谷津と台地を結ぶ斜

面に広がる山林など、緑豊かな自然環境

に恵まれ、首都圏における農産物供給地

としての機能を担ってきた。 

 

今後さらに、圏央道の整備や成田空港

の更なる機能強化、成田市公設地方卸売

市場（天神峰市場）（以下、「新生成田市

場」という）の整備に伴い、新たな産業

機能の形成が期待されている。 

 

 

 

 

 

これらを踏まえて、目標とする都市像

のテーマである「住んでよし 働いてよ

し 訪れてよしの生涯を完結できる空の

港まち なりた」の実現を図るため、本

区域の都市づくりの目標を次のとおり定

める。 

 

a.国際的な経済・産業活動の拠点として 

本区域は、首都圏基本計画の計画区域

に隣接しており、国際的な経済・産業活

動の拠点を形成するために、東京圏の一

部として国家戦略特区に位置付けられて

いる。また、今後の成田空港の更なる機

能強化に伴い、「成田空港周辺の地域づく

本区域は利根川、下総台地の緑豊かな自然

環境に恵まれ、また、首都圏における農産物

供給地としての機能を担ってきた。 

 

 

 

 

今後さらに、成田空港や首都圏中央連絡自

動車道の整備に伴い、新たな都市機能の立地

が進むものと考えられる。 

本区域は、成田業務核都市を補完するた

め、住宅、産業、レクリエーション等の機能

向上を図っていくことや、交通体系等の整備

に伴う交通利便性の向上により、成田空港へ

の近接性を活かした新たな産業導入が期待さ

れている。 

 

これらを踏まえて、本区域の都市づくりの

目標を次のとおり定める。 

 

 

 

 

 

●住民がまちづくりに参加、協働し、住みや

すく愛着のもてるまちづくりを推進し、広

く交流を行い新しい文化の創造と個性豊か

なまちづくりを目指す。 

●利根川の水辺や下総台地の豊かな自然など

により形成された良好な田園環境とそのな

本区域は、大須賀川沿岸や山間の谷津に広

がる水田地帯、台地上に広がる畑地帯、谷津

と台地を結ぶ斜面に広がる山林など、豊かな

自然に恵まれ、また、首都圏における農産物

供給地としての機能を担ってきた。町の中央

部付近を東関東自動車道水戸線（以下「東関

道」という。）と国道５１号が東西に横断し、

今後さらに、首都圏中央連絡自動車道（以下

「圏央道」という。）や成田空港平行滑走路の

整備に伴い、新たな都市機能の立地が進むも

のと考えられる。 

本区域は、交通体系等の形成に併せて物流

機能、研究開発機能等の集積を図ることが期

待されている。 

 

 

 

これらを踏まえて、本区域の将来像を

『人・緑・街が織りなす交流・定住まちづく

り』とし、都市づくりの目標を次のとおり定

める。 

 

 

 

生活圏目標…… 

「地域らしさを活かし身近な暮らしやすさ

を充実させる」 

住民の生活ニーズに即した新たな都市的

サービス、生活環境の形成 

 

田園的目標…… 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

りに関する『実施プラン』」に基づく施策

の実現が期待されている。このため、本

区域の整備・開発及び保全にあたって

は、これらの計画等を十分勘案し、魅力

あるまちづくりを進める。 

 

b.生涯住みやすいまちを目指して 

地域の生活環境を維持するため、生活

利便施設の集約を図り、生涯住みやす

く、まとまりのあるまちづくりを進め

る。 

 

c.地域の活性化に資する土地利用を目指し

て 

圏央道の整備等を生かした物流施設等

の産業機能の形成や、空港関連産業の誘

導等、地域の雇用促進や活性化に資する

産業系の土地利用を進める。 

 

d.災害に強いまちを目指して 

大規模な災害に備え、「減災」の視点に

立ち、災害に強い社会資本の整備を進

め、建築物の不燃化・耐震化を図る。 

また、指定避難所の機能強化やオープ

ンスペースの確保に努めるとともに、緊

急輸送道路の指定とネットワーク化を進

める。 

 

e.自然と共生し歴史や文化を継承するまち

を目指して 

かで培われた歴史や文化を保全し、緑豊か

なうるおいのあるまちづくりを目指す。 

●成田業務核都市の発展や圏央道整備等をい

かした新たな産業の展開や、良好な居住環

境の形成を図るとともに、都市環境を重視

した環境共生型の活力あるまちづくりを目

指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「田園文化に根差した安らぎ・豊かさを守

り育てる」 

交流機能の創出を軸とした自然資源の保全

的活用、農業振興の展開 

都市的目標…… 

「新たな時代にふさわしい活力・ゆとりを

創り出す」 

地域の環境特性との調和・共生の視点に

立った市街地形成の展開 

広域的目標…… 

「広く他の都市と手をとりあい共に発展す

る」 

広域圏の動向・構造変化の要請をふまえた

新たな都市機能の導入 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

豊かな自然環境及び生物多様性を将来

にわたって継承するため、限られた資源

やエネルギーを有効活用する。 

また、住民との協働により、自然環境

及び生物多様性や地域の歴史・文化を景

観資源として保全と活用を図り、魅力あ

るまちづくりを進める。 

 

２）地域毎の市街地像 

① 滑河駅や成田市下総支所（以下、「下総

支所」という。）周辺の県道成田滑河線及

び主要地方道成田下総線の沿道地区、並

びに成田市大栄支所（以下、「大栄支所」

という。）周辺の国道 51 号沿道地区につ

いては、本区域の中心市街地として位置

づけ、市の中心部や周辺地域へのアクセ

ス機能の向上や地域の維持に資する都市

機能の形成により、機能的・効率的な土

地利用と良好な住環境の形成を図る。 

航空機騒音障害防止特別地区及び航空

機騒音障害防止地区に指定している地域

の一部については、住環境の保全を図る

とともに用途地域等の見直しを図る。 

 

② 桜田地区などの国道 51 号沿道市街地に

ついては、商業施設や生活利便施設など

を誘導するとともに、良好な住環境の形

成を図る。 

 

③ 成田新産業パーク（大栄物流団地）や

大栄工業団地などの工業・業務団地、東

 

 

 

 

 

 

 

 

２）地域毎の市街地像 

東日本旅客鉄道滑河駅周辺地区及び滑川地

区を中心とする県道成田滑河線及び県道成田

下総線の沿道地区を中心市街地ゾーンとして

位置付け、駅周辺地区については､都市的集積

を高めるため基盤整備を図り､地区環境の向上

と新たな居住者のための宅地供給の一部を担

うとともに､日常的な利便性を高めるための商

業集積を図り、良好な居住環境や町民の生活

利便性を確保し、本区域の中心市街地にふさ

わしい土地利用の形成を図る。 

また、国道 356号の交差部付近に計画され

ている首都圏中央連絡自動車道 ICに隣接する

地区については、工業・流通等を中心とした

土地利用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）地域毎の市街地像 

役場周辺に広がる市街地部は中心市街地と

して位置づけ、町内各施設への交通ターミナ

ル機能や、これと一体となった魅力ある商業

地、全区域をサービスする機能性の高い公益

施設集積地の整備、及びこれらに近接する利

便性の高い住宅地の整備など、本区域の中心

市街地としての機能的・効率的土地利用と質

の高い環境を形成する。 

 

 

 

 

 

 

 

桜田地区などの国道５１号沿道一帯の市街

地部を周辺市街地と位置づけ、魅力ある商業

地や都市基盤施設が整った住宅地などの形成

を図る。 

大栄物流団地については、物流環境や生産

環境を中心とした産業拠点として位置づけ、

緑に囲まれた交通利便性に優れた工業生産環
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

関東自動車道（以下、「東関東道」とい

う）や圏央道のインターチェンジ周辺及

びインターチェンジと接続する国道 51 号

や主要地方道成田小見川鹿島港線等の幹

線道路の沿道、新生成田市場の周辺地域

については、物流施設や工場等の産業拠

点として位置づける。 

また、既存の工業・業務団地について

は、引き続き、生産環境・機能等の維持・

強化を図るとともに、インターチェンジ周

辺については、地区計画等を活用し、地域

の自然環境と調和した土地利用を誘導す

る。 

 

④ 既存の市街地については、良好な住宅

ストックを確保し、魅力ある市街地の形

成を図る。また、市街地の周辺において

は、特定用途制限地域等を活用し、農地

や自然環境と調和した集落環境や、良好

な景観の保全に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境を形成する。大栄工業団地地区について

は、生産環境・機能等の維持・強化を図る。 

リバティヒル地区や吉岡第３地区などの住

宅地については、魅力ある住宅地の誘導、住

環境の保全された市街地の形成を図る。 

既存集落と緑地、農地等の自然環境が混在

する地域については、農地の保全を図りつ

つ、周辺の自然環境及び歴史的資源等と調和

した、集落環境等の保全された市街地の形成

を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

２．区域区分の決定の有無及び区域区分を定め

る際の方針 

１）区域区分の決定の有無 

本都市計画区域に区域区分を定めない。 

なお、区域区分を定めないとした根拠は以下

のとおりである。 

本区域は首都圏整備法による近郊整備地帯

外に位置し、近年､人口は減少傾向に転じて

おり、今後もその減少傾向が継続するものと

予測され、本区域における急激かつ無秩序な

市街化の進行は見込まれないと判断される

が、今後、成田空港の更なる機能強化による

人口増加が期待されている。 

 

なお、成田空港の更なる機能強化や圏央道

の整備進展に伴い、土地利用の活性化が予想

されることから、地区計画の活用や特定用途

制限地域の指定等により、優れた自然環境や

良好な居住環境を保全しつつ、合理的な土地

利用を適正に誘導する。 

 

 

 

以上のことから、本区域においては区域区

分を定めないものとする。 

 

 

 

 

 

 

２．区域区分の決定の有無及び区域区分を定め

る際の方針 

１）区域区分の決定の有無 

本都市計画区域に区域区分を定めない。 

なお、区域区分を定めないとした根拠は以下

のとおりである。 

本区域は首都圏整備法による近郊整備地帯

外に位置し､人口は停滞傾向にある。今後も

その増加は緩やかなものと予測され､本区域

における急激かつ無秩序な市街化の進行は見

込まれないと判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、本区域においては区域区

分を定めないものとする。 

 

 

 

 

 

 

２．区域区分の決定の有無及び区域区分を定め

る際の方針 

１）区域区分の決定の有無 

本都市計画区域に区域区分を定めない。 

なお、区域区分を定めないとした根拠は以下

のとおりである。 

本区域は首都圏整備法による近郊整備地帯

外に位置し、自然的土地利用が全域の約８割

を占め、かつ農用地は本区域の約５割を占め

ている。 

また、人口は着実な増加傾向をたどってい

るが、増加率は近年鈍化の傾向が見られる。

今後も人口の増加は緩やかなものと予測さ

れ、本区域における急激かつ無秩序な市街化

の進行は見込まれないと判断される。 

一方、成田空港平行滑走路や圏央道の整

備など、市街化への圧力が高まりつつある

ことから、本区域では、市街地における用

途地域等により、合理的な土地利用を適正

に誘導し、良好な市街地環境の形成を図る

とともに、農林漁業との調和に努める。 

 

 

以上のことから、本区域においては区域

区分を定めないものとする。 
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8 

 

新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

３．主要な都市計画の決定の方針 

１）都市づくりの基本方針 

① 集約型都市構造に関する方針 

少子高齢化や人口減少に対応するた

め、既に都市機能や公共施設等が立地し

ている幹線道路沿道や滑河駅の徒歩圏域

等の、拠点となる地域での住宅市街地の

形成を図る。 

また、公共施設のバリアフリー化の推

進や、既存ストックの有効活用を図り、

コミュニティバスやデマンド交通などの

活用により、集落地域と拠点間を結ぶ公

共交通ネットワークの機能強化を進め、

持続可能な都市構造の形成を図る。 

 

② 広域幹線道路の整備に対応した業務機

能等の誘導に関する方針 

圏央道や東関東道のインターチェンジ

周辺では、地区計画等の活用により、豊

かな自然環境との調和を図りながら、成

田国際空港との近接性を生かした物流・

産業機能の計画的な誘導を進める。 

 

③ 都市の防災及び減災に関する方針 

災害時に拠点となる公共施設の耐震機

能強化を進めるとともに、広域的な連携

が図られるよう道路ネットワークを整備

する。 

また、道路や公共的な空間において

オープンスペースを確保しつつ、建築物

の不燃化・耐震化を促進することで、災

３．主要な都市計画の決定の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．主要な都市計画の決定の方針 
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9 

 

新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

害時における市街地の安全性の向上に努

める。 

市街地においては、都市型水害の発生

を抑制するため、保水性や浸透性のある

自然的な土地利用の保全を図るととも

に、雨水排水施設の整備に努める。 

土砂災害警戒区域等に指定された区域

では、警戒避難体制の構築や、危険箇所

への開発許可の厳格化及び新たな建築物

の立地等の抑制に努める。 

また、住民の安全を確保するため、円

滑な警戒避難に資する情報の周知徹底を

図る。 

 

④ 低炭素型都市づくりに関する方針 

集約型都市構造に転換することによ

り、エネルギーの効率的な利用を促進

し、環境負荷の少ないまちづくりと活発

な都市活動を調和させることによって、

持続可能な都市の実現を図る。 

 

施設の整備にあたっては、省エネルギー

型の設備や再生可能エネルギー等の導

入、施設内緑化の促進などを図り、環境

に配慮した都市施設の整備・誘導を目指

す。 

鉄道・バス等の公共交通機関の利用を

促進し、過度な自動車利用への依存を抑

制するため、公共交通サービス水準や利

便性の向上を図る。 
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10 

 

新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

ＣＯ２の吸収源となる樹林地などの自然

環境の保全・維持管理に努めるととも

に、公園や緑地の確保に努める。 
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11 

 

新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

２）土地利用に関する主要な都市計画の決定

の方針 

① 主要用途の配置の方針 

ａ．商業地 

滑河駅南口周辺は、近隣商業地として

駅周辺の利便性を生かした魅力ある商業

地の形成を図る。 

 

 

 

ｂ．工業地 

大栄工業団地地区は、工業地として生

産環境の拡充を図る。 

 

 

ｃ．流通業務地 

成田新産業パークは、流通業務地とし

て先端技術産業、物流・加工産業など、

流通業務環境の拡充を図る。さらには、

圏央道のインターチェンジ近接地に開場

する新生成田市場周辺の新田地区に流通

業務地を配置し、整備を図る。 

圏央道下総インターチェンジの周辺地

域においては、周辺環境に配慮し計画的

な産業機能の誘導を進める。 

 

 

 

 

 

 

１）土地利用に関する主要な都市計画の決定の

方針 

① 主要用途の配置の方針 

ａ．商業地 

本区域の中心である東日本旅客鉄道滑

河駅南口周辺を近隣商業地として位置付

け、地域の日常生活の利便性を確保でき

るよう、既存商店街等の整備を推進し、

魅力ある商業地の形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）土地利用に関する主要な都市計画の決定の

方針 

① 主要用途の配置の方針 

 

 

 

 

 

 

 

ａ 工業地 

ア．大栄工業団地地区 

既に基盤整備がなされ、企業立地も進

んでいる地区であり、今後は良好な工業

環境の保全・育成を図る。 

イ．大栄物流団地 

工業物流団地を開発し、先端技術産

業、物流・加工産業、研究開発型産業関

連の優良企業の誘致を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

ｄ．住宅地 

ア．県道成田滑河線及び主要地方道成田下

総線の沿道地区 

既に戸建てが立地している地区につい

て、引き続き生活基盤の充実を図りなが

ら良好な居住環境の維持に努める。 

航空機騒音障害防止特別地区に指定し

ている地域の一部については、用途地域

等の見直しを図る。 

 

イ．リバティヒル地区及び吉岡第３地区 

戸建て住宅を主体とした良好な住環境

を有する住宅地として配置する。 

 

 

ウ．大栄支所周辺地区 

大栄支所や大栄公民館等の公共公益施

設が集積している地区は、生活利便性が

高く田園景観と調和した、環境にやさし

い住宅地の形成を図る。 

 

エ．国道 51号沿道地区 

吉岡地区や桜田地区などの国道 51号 

沿道については、用途地域の指定に基づ

き居住環境と併せて、沿道サービス型の

商業・業務・サービス施設が集積する土

地利用を図る。 

 

 

 

 

ｂ．住宅地 

 

 

県道成田滑河線及び県道成田下総線の

沿道地区は既に住居地域として住宅の専

用性が高いため、生活基盤の充実を図り

ながら良好な居住環境の維持に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 住宅地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．リバティヒル地区及び吉岡第３地区 

田園集落や自然に囲まれ、戸建て住宅

を主体とした良好な住環境を有する低密

度一般住宅地として配置する。 

 

イ．役場周辺地区 

町役場やコミュニティプラザホール、

保健センター等の公共施設が集積してい

る地区であり、まとまりある住宅地づく

りを進めるため、田園景観と調和した環

境にやさしい住環境の形成を図る。 

 

ウ．国道５１号沿道地区 

吉岡地区や桜田地区などの国道５１号

沿道については、住居と併せて、沿道

サービス型の商業・業務・サービス施設

が集積する土地利用を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

② 特に配慮すべき問題等を有する市街地

の土地利用の方針 

ア．用途転換、用途純化又は用途の複合化

に関する方針 

用途地域は、将来の都市構造を踏ま

え、土地利用の変化や都市計画道路の整

備状況などを考慮し、適切な見直しに努

める。 

 

 

イ．居住環境の改善又は維持に関する方針 

市街地内の住宅地については、都市基

盤施設の整備を推進するとともに、未利

用地の計画的宅地化の誘導、地区計画等

により、良好な居住環境の整備を図る。 

 

 

 

 

 

 

ウ．都市の緑地又は都市の風致の維持に関

する方針 

市街地内や集落地の良好な樹林地は身

近な自然環境と潤いのある生活環境の形

成のため貴重な緑地であり､保全を図る。 

また、成田市景観計画の適切な運用に

より、本区域の貴重な景観資源の保全・

育成・創出を図る。 

 

②土地利用の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．居住環境の改善又は維持に関する方針 

市街地の住宅地については､都市基盤施

設の整備を推進するとともに､未利用地の

計画的宅地化の誘導､地区計画等により､

良好な居住環境の形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

イ．都市内の緑地又は都市の風致の維持に

関する方針 

市街地内や集落地の良好な樹林地は身

近な自然的環境と潤いのある生活環境の

形成のため貴重な緑地であり､保全・育成

を図る。 

下総台地の斜面緑地等については、本

区域の貴重な風致を呈する地区として保

全を図る。 

 

②土地利用の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．居住環境の改善又は維持に関する方針 

リバティヒル地区及び吉岡第３地区の

住宅地については、都市基盤施設の整備

を推進するとともに、未利用地の計画的

宅地化の誘導、地区計画等により、良好

な居住環境の整備を図る。 

特に、役場周辺については、新たな住

宅市街地の形成に併せて、積極的に緑豊

かなゆとりある良好な居住環境の形成を

図る。 

 

イ．都市内の緑地又は都市の風致の維持に

関する方針 

市街地内や集落地の良好な樹林地、屋

敷林、境内林等は身近な自然環境と潤い

のある生活環境の形成のため貴重な緑地

であり、保全・育成を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

エ．優良な農地との健全な調和に関する方

針 

利根川沿いの平坦地に広がる基盤整備

された農地や一級河川大須賀川など主要

河川流域及び尾羽根川流域に広がる水田

や、台地上に広がる生産性の高い一団の

農地は、本区域にとって貴重な優良農地

であり、今後とも農用地として保全を図

りつつ、他方で、新生成田市場周辺地域

では、優良な農地から生産された農産物

を新鮮なまま出荷できる利便性に加え、

圏央道インターチェンジや成田国際空港

に近接する地域特性から、加工・配送な

どの農業施設を活用し、農業の 6次産業

化を含めた、更なる地域農業の発展に向

け、合理的な土地利用を誘導し、優良な

農地との健全な調和を図る。 

 

オ．災害防止の観点から必要な市街化の抑

制に関する方針 

大須賀川、根木名川、浄向川、下田

川、天昌寺川及び尾羽根川沿いにおいて

は、溢水や湛水等による災害の発生の恐

れがあるので、災害の防止のため沿川一

帯の集団農地を保全すべき地区として市

街化の抑制に努める。 

なお、土砂災害の恐れがある区域につ

いては、土砂災害警戒区域及び特別警戒

区域の指定により、開発行為等の制限を

図り、安全性を確保する。 

 

ウ．優良な農地との健全な調和に関する方

針 

利根川沿いの平坦地に広がる基盤整備

された農地や、猿山地区・滑川地区の市

街地を除く区域の一団性を持つ農地は、

本区域にとって貴重な優良農地であり、

今後とも農用地として保全を図り､農業生

産基盤整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．優良な農地との健全な調和に関する方

針 

大須賀川をはじめとする主要河川流域

及び尾羽根川流域に広がる水田や、主に

東部、南部の台地上に広がる畑地の一団

性を持つ農地は、本区域にとって貴重な

優良農地であり、今後とも農用地として

保全を図り、農業生産基盤整備を進め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．災害の防止の観点から必要な市街化の

抑制に関する方針 

大須賀川、下田川、天昌寺川及び尾羽

根川沿いに一帯の集団農地があり、溢水

や湛水等による災害の発生の恐れがある

ので、当面、災害の防止上保全すべき地

区として市街化の抑制に努める。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

カ．自然環境形成の観点から必要な保全に

関する方針 

良好な自然環境を形成している台地部

や河川沿いの、連続性のある樹林地・斜

面緑地は､都市的土地利用と調整しなが

ら､適正な保全を図る。 

また、利根川等の河川緑地は水辺生物

の生息や都市環境に潤いを与える優れた

自然環境であり、保全・活用に努める。 

 

キ．成田国際空港周辺地域の土地利用に関

する方針 

成田国際空港周辺地域においては、「航

空機騒音対策基本方針」に基づき航空機

騒音障害防止地区及び航空機騒音障害防

止特別地区を定め、騒音障害の防止に配

意した適正かつ合理的な土地利用に努め

るとともに、成田空港の更なる機能強化

や、圏央道等の広域道路ネットワークの

整備に伴う開発需要を適切に受け止め、

計画的な産業機能の形成を図るなど、健

全で調和のとれた地域振興を進める。 

 

ク．秩序ある都市的土地利用の実現に関す

る方針 

インターチェンジ周辺や既存集落と緑

地、農地等の自然環境が混在する地域に

ついては、地区計画の活用や特定用途制

限地域の指定などにより、自然環境や住

宅環境との調和を図りつつ、地域振興に

資する産業機能を誘導する。 

エ．自然環境形成の観点から必要な保全に

関する方針 

良好な自然環境を形成している下総台

地部の樹林地・斜面緑地は､都市的土地利

用との調整を図りながら､適正に保全・育

成を図る。 

また、利根川等の河川緑地は水辺生物

の生息や都市環境に潤いを与える優れた

自然環境であり、保全・活用に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ．計画的な都市的土地利用の実現に関する

方針 

航空機騒音の著しい影響を受ける航空

機騒音障害防止地区については、航空機

騒音の影響を受けにくい農業系及び工業

系の土地利用を主体とし、大規模な住宅

開発は抑制するなど住居系の土地利用は

避ける。なお、防止地区等に生活し続け

オ．自然環境形成の観点から必要な保全に

関する方針 

良好な自然環境を形成している川沿い

の連続性のある平地林や斜面緑地は、都

市的土地利用との調整を図りながら、適

正に保全・育成を図る。 

なお、山砂利採取跡地については、連

続する自然資源の再生を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ．計画的な都市的土地利用の実現に関す

る方針 

既存集落と緑地、農地等の自然環境が

混在する地域については、自然環境や農

業的環境との調和を図りつつ、良好な生

活環境の整備を行う。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

また、学校跡地等の公共施設の既存ス

トックについては、行政や地域需要、民

間事業者の活用等を踏まえた土地利用を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る住民に対しては、引き続き環境の保全

や生活利便性の確保に努める。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

３)都市施設の整備に関する主要な都市計画の

決定の方針 

① 交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ．基本方針 

ア．交通体系の整備の方針 

本区域には、東日本旅客鉄道成田線の

鉄道網や、東関東道水戸線、国道 51号、

国道 356号、主要地方道横芝下総線、主

要地方道成田下総線、主要地方道成田小

見川鹿島港線等の道路が整備されてい

る。 

今後は、広域道路ネットワークとして

圏央道の整備を促進し、より一層の地域

の活性化に対処するため、本区域の交通

体系の整備の基本方針を次のとおり定め

る。 

 

 

 

 

 

（１）空港の機能強化とインターチェンジの

整備を踏まえた広域交通ネットワーク

の形成 

本区域では、圏央道の整備が進めら

れており、首都圏を含む広域的な交

流・連携が期待されている。 

また、成田空港の更なる機能強化に

伴い、広域道路ネットワークの形成が

求められており、圏央道と接続する主

要幹線道路等の強化を図る。 

２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の

決定の方針 

①交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ．基本方針 

ア．交通体系の整備の方針 

広域道路ネットワークとして首都圏中央

連絡自動車道の整備を促進する。 

また、自動車交通による排気ガスなどに

よる環境への影響を低減するため、鉄道の

利用利便性の向上により公共交通ネット

ワークの拡充を図り、環境に配慮した交通

体系の整備を図る。 

また、地域内については都市計画道路の

整備促進や拡充を図るとともに、国県道の

整備と合わせて地域の回遊性を高め、内部

交流の充実を図る幹線ネットワークの実現

を図る。 

上記の広域的な交通体系整備の方針を踏

まえ、本区域の交通体系の整備の基本方針

は、以下のとおりとする。 

 

・高速広域交通軸やＩＣの整備を踏まえた

広域交通軸の強化 

本区域の東部では、首都圏中央連絡自

動車道・ＩＣの高速広域交通軸が整備・

計画されており、整備の進展を踏まえ､成

田・つくば等の周辺核都市をはじめ､首都

圏を含む広域的な交流・連携が期待され

ている。このため､高速広域交通軸と連携

する主要幹線道路及び幹線道路の強化を

図る。 

２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の

決定の方針 

①交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ．基本方針 

ア．交通体系の整備の方針 

車によるアクセシビリティを高めるた

め、広域幹線ネットワークとして、東関

道、圏央道の整備を推進する。 

また、都市計画道路の整備促進や拡充を

図るとともに、国県道の整備を進め、地域

全体の回遊性を高め、内部交流の充実を図

るため、地域内の主要幹線ネットワークの

形成を図る。 

 

 

 

 

上記の広域的な交通体系整備の方針を踏

まえ、本区域の交通体系の整備の基本方針

は、以下のとおりとする。 

 

・広域交通軸の整備を踏まえた都市交通軸

の強化 

本区域の南西部では、圏央道などの広

域交通軸が整備・計画されており、これ

らの整備の進展を踏まえ、成田・つくば

等の周辺各都市をはじめ、首都圏を含む

広域的な交流・連携が期待されている。

このため、広域交通軸と連携する都市交

通軸の強化を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

（２）補助幹線道路の体系的整備 

既存道路網､主要幹線道路及び幹線道

路を活かした体系的道路整備により、

都市の一体性を高め、交通環境の向上

を図る。 

 

 

 

 

また、滑河駅は現在交通結節点とし

ての役割を担っており、ターミナル機

能の充実と利便性の向上を図るため

に、駅前広場の整備を検討する。 

 

 

（３）歩きやすく､憩いの空間としての道づ

くり 

誰もが歩きやすい歩行空間の形成

や、水や緑の拠点とのネットワーク化

により､質の高い道づくりを促進する。 

 

 

 

（４）公共交通環境の維持・改善 

国道５１号沿道において公共交通

ネットワークの形成を図るため、バス

ターミナル機能の充実を図る。 

また、東日本旅客鉄道成田線やバス

交通の維持・輸送力増強及び道路整備

と合わせたバスルートの再構築等を図

る。 

・都市の利便性と一体性を高める補助幹

線道路の体系的整備 

都市内においては国道、県道の整備

により交通環境の改善が図られつつあ

るが､今後さらに、これらの国道､県道

や既存道路網､主要幹線道路及び幹線道

路を活かした体系的道路整備により､都

市拠点や都市全体の一体性を高め交通

環境の向上を図る。 

また、交通結節点としての東日本旅

客鉄道滑河駅は今後の市街化の進展に

対応して、ターミナル機能の充実と利

便性の向上を図るために、駅前広場の

整備を検討していく。 

 

・歩行者に優しく､憩いの空間としての道

づくり 

様々な立場の歩行者への配慮や街並

みの重要な景観要素としての視点から､

歩行者空間の充実や水や緑の拠点との

ネットワーク化により､質の高い道づく

りを促進する。 

 

・公共交通環境の維持・改善 

今後の市街化や高齢化の進展により､

公共交通需要がさらに高まるものと予

想されるため、東日本旅客鉄道成田線

やバス交通の維持・輸送力増強及び道

路整備とあわせたバスルートの再構築

等を要請していく。 

 

・都市の利便性と一体性を高める生活軸

（補助幹線道路）の体系的整備 

都市内においては国県道のバイパス

整備により交通環境の改善が図られつ

つあるが、今後さらに、これらのバイ

パスや既存道路網、都市交通軸を活か

した体系的道路整備により、都市拠点

や都市全体の一体性を高め交通環境の

向上を図る。 

主要町道については、国県道の主要

幹線道路の機能を補完し、体系的道路

整備により交通環境の向上を図る。 

 

 

 

・歩行者に優しく、憩いの空間としての

道づくり 

様々な立場の歩行者への配慮や街並

みの重要な景観要素としての視点か

ら、歩行者空間の充実や水や緑の拠点

とのネットワーク化により、質の高い

道づくりを促進する。 

 

・公共交通環境の維持・改善 

今後の市街化や高齢化の進展によ

り、公共交通需要がさらに高まるもの

と予想されるため、バスターミナル機

能の充実を図る。 

また、バス交通の維持・輸送力増強

及び道路整備と合わせたバスルートの

再構築等の促進を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

なお、長期未着手の都市計画道路につい

ては、社会情勢等の変化を踏まえ、その必

要性や既存道路による代替機能の可能性等

を検証し、見直しを行う。 

 

イ．整備水準の目標 

都市計画道路については、現在、市街

地面積に対し約 0.06km／k㎡（平成 27年

度末現在）が整備済みであり、引き続

き、交通体系の整備の方針に基づき、地

域の実情に応じて効率的に整備を進め

る。 

 

 

ｂ．主要な施設の配置の方針 

ア．道路 

【主要幹線道路】 

・都市計画道路１・３・１号首都圏中央

連絡自動車道 1号線及び都市計画道路

１・３・２号首都圏中央連絡自動車道 2

号線 

本区域の南北を貫通し、首都圏と成

田国際空港を接続する広域道路ネット

ワークの基幹道路として位置づけさ

れ、新たな産業の誘致など、地域の活

性化が期待されることから、早期整備

を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．整備水準の目標 

都市計画道路について、平成 13年度末

においては未整備の状況であるが、概ね

20年後には市街地全体として 3.5km／k㎡

程度になることを目標とする。 

 

 

 

 

ｂ．主要な施設の配置の方針 

ア．道路 

【主要幹線道路】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．整備水準の目標 

【道路】 

都市計画道路については、平成 13年度

末現在、約 0.4㎞／k㎡が整備済である

が、主要幹線道路、幹線道路を合わせ、

おおむね 20年後には市街地全体として

3.5㎞／k㎡程度になることを目標とす

る。 

 

ｂ．主要な施設の配置の方針 

ア．道路 

【主要幹線道路】 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

・都市計画道路３・５・４号大栄国道 51

号線 

本区域の東西方向の主要な幹線道路

として整備を促進する。 

 

 

 

 

 

【幹線道路】 

・都市計画道路３・５・１号猿山西大須

賀線 

滑河駅周辺地区と、成田市中心部や

神崎町、香取市とを連絡する東西の幹

線道路として整備を図る。 

 

・都市計画道路３・６・５号津富浦成井

線、都市計画道路３・６・６号稲荷山線 

周辺市街地の骨格を形成する道路

として配置し、整備を促進する。 

 

 

 

【補助幹線道路】 

・都市計画道路３・４・２号滑河駅前

線 

滑河駅と県道成田滑河線等を結

び、駅の交通結節機能を高める道路

として整備を図る。なお、道路整備

に合わせて滑河駅駅前広場の整備を

検討する。 

・都市計画道路３・５・１号猿山西大須

賀線 

中心市街地（東日本旅客鉄道滑河駅

周辺地区及び滑川地区）と成田市、佐

原市等の隣接都市を連絡する東西の広

域軸であるとともに、都市活動を担う

道路として拡充整備を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補助幹線道路】 

・都市計画道路３・４・２号滑河駅前

線 

東日本旅客鉄道滑河駅と県道成田

滑河線等を結び、駅の交通結節機能

を高める道路として拡充整備を図

る。なお、南口に東日本旅客鉄道滑

河駅南口駅前広場を設ける。 

・都市計画道路３・５・１号大栄国道 51

号線 

広域的な都市間、また、本区域中心

部の東西方向の主要な骨格道路として

整備拡充を図る。 

 

 

 

 

【幹線道路】 

 

 

 

 

 

 

・都市計画道路３・６・２号津富浦成

井線、都市計画道路３・６・３号稲

荷山線 

周辺市街地の骨格を形成する道路

として配置し、整備を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

 

 

 

 

 

 

ｃ．主要な施設の整備目標 

おおむね 10年以内に整備を予定する施設

等は、次のとおりとする。 

 

主要な 

施設 
名称等 

道路 

・都市計画道路１・３・１号首都圏中

央連絡自動車道１号線 

・都市計画道路１・３・２号首都圏中

央連絡自動車道２号線 

・都市計画道路３・５・４号大栄国道５

１号線 

（注）おおむね 10年以内に着手予定及び施行中

の施設等を含むものとする。 

 

 

② 下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

ａ．基本方針 

ア．下水道及び河川の整備の方針 

本区域では未浄化の生活排水の排出に

より、河川、農業用水路等の水質改善が

大きな課題となっており、公衆衛生の保

・都市計画道路３・４・３号和田フレ

ンドリーパーク下総線 

市街地内の交通を県道横芝下総線

に誘導するための道路として拡充整

備を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

ａ．基本方針 

ア．下水道及び河川の整備の方針 

本区域では未浄化の生活排水の排出に

より、河川、農業用水路等の汚濁への対

応が大きな課題となっている。また、今

後、市街化の進展が予想されることか

 

 

 

 

 

 

ｃ．主要な施設の整備目標 

おおむね 10年以内に整備を予定する施設

等は、次のとおりとする。 

 

主要な 

施設 
名称等 

道路 

・都市計画道路３・５・１号大栄国道５１

号線 

・都市計画道路３・６・２号津富浦成井線 

・都市計画道路３・６・３号稲荷山線 

 

 

 

 

 

 

 

② 下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

ａ．基本方針 

ア．下水道及び河川の整備の方針 

本区域では未浄化の生活排水の排出に

より、大須賀川などの河川、用水路等の

汚濁が大きな課題となっている。また、

今後、市街化の進展が予想されることか
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

持、安全で快適な生活環境の確保がより

一層求められている。 

 

今後の市街化の進展や土地利用動向に

対応し、公共用水域の水質保全、生活環

境の改善を図り、健全で安全な都市環境

等の確保に努める。 

 

また、降雨時の雨水流出を抑制するた

め、流出抑制につながる森林や農地の保

全を図る。 

 

 

【下水道】 

市街地における下水道の整備につい

ては、地域の特性に応じて効率的・効

果的な汚水処理施設や雨水排水施設の

整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河川】 

本区域には５本の一級河川（利根

川、根木名川、派川根木名川、尾羽根

川、大須賀川）と、４本の準用河川

（浄向川、大須賀川、天昌寺川、下田

ら、居住環境の保全・向上の面における

公衆衛生の保持、安全で快適な生活環境

の確保がより一層求められている。 

このような状況を踏まえ、今後の市街

化の進展や土地利用動向に対応し、公共

用水域の水質保全、生活環境の改善を図

り、健全で安全な都市環境等の確保に努

める。 

また、降雨時の雨水流出を抑制するた

め、森林や農地の保全とともに、総合的

な流出抑制策を講じる。 
 

 

【下水道】 

市街地における下水道の整備につい

ては、市街化動向や市街地整備・都市

基盤整備と十分に整合を図り、これと

一体となった公共下水道の効率的な整

備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

【河川】 

本区域には４本の一級河川（利根

川、根木名川、派川根木名川、尾羽根

川）と、準用河川の浄向川等がある。

ら、居住環境の保全・向上の面における

公衆衛生の保持、安全で快適な生活環境

の確保がより一層求められている。 

このような状況を踏まえ、今後の市街

化の進展や土地利用動向に対応し、公共

用水域の水質保全、生活環境の改善を図

り、健全で安全な都市環境の確保に努め

る。 

また、降雨時の雨水流出を抑制するた

め、森林や農地の保全とともに、総合的

な流出抑制策を講じる。 
 

 

【下水道】 

市街地における公共下水道の整備に

ついては、市街化動向や市街地整備・

都市基盤整備と十分に整合を図り、こ

れと一体となった公共下水道の効率的

な整備を進める。 

また、新市街地の整備にあたって

は、地区の有する従来の保水遊水機能

に配慮し、雨水貯留浸透施設の配置な

どの流出抑制策を講じ、河川に対する

流出量の軽減や平常時の河川の水量確

保に努める。 

 

【河川】 

本区域は一級河川大須賀川とその支

流である準用河川の天昌寺川、大須賀

川及び下田川がある。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

川）がある。このうち、一級河川大須

賀川の周辺地域において、集中豪雨の

際に浸水被害が発生しており、被害を

軽減するため河川を改修する。 

各河川の整備方針は、河川計画との

調整を図りながら整備を進めるととも

に、生態系の保護やレクリエーション

機能の増進のため、豊かな水辺の創出

を図る。 

 

イ．整備水準の目標 

【下水道】 

汚水処理施設については「千葉県全

県域汚水適正処理構想」に基づき、施

設の整備を進める。 

 

 

 

【河川】 

本区域の河川の整備水準は、河川ご

とに定められる計画規模に基づくもの

とする。 
 

ｂ．主要な施設の配置の方針 

ア．下水道 

汚水排水については、合併処理浄化槽

の普及促進等を図る。 

 

 

 

 

各河川の整備方針は、河川計画との調

整を図りながら整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．整備水準の目標 

【下水道】 

汚水適正処理構想を踏まえ、市街地

における公共下水道の整備を図る。 

 

 

 

 

【河川】 

本区域の河川の整備水準は、河川ご

とに定められる計画規模に基づくもの

とする。 

 

ｂ．主要な施設の配置の方針 

 

 

 

 

 

 

 

一級河川大須賀川の周辺地域に浸水

被害が発生しており、被害を軽減する

ため河川を改修する。 

また、水辺における生態系の保護や

レクリエーション機能の増進のため、

自然環境豊かな水辺の創出を検討す

る。 

 

 

 

イ．整備水準の目標 

【下水道】 

既成市街地及び市街地整備の行わ

れる地区において優先的に整備を進

め、目標年次には市街地のほぼ全域

の処理が可能となるよう、整備を図

る。 

 

【河川】 

本区域の河川の整備水準は、河川ご

とに定められる計画規模に基づくもの

とする。 

 

ｂ．主要な施設の配置の方針 

ア．下水道 

本区域の公共下水道は、国道５１号

沿道の用途地域等を対象として整備を

進め、各地区の下流域である大須賀川

周辺に処理場を整備のうえ処理を行

う。また、本処理場は人口の定着化、

-
 
3
1
 
-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

雨水排水については、既存の排水路等

の施設を有効に活用しつつ、排水施設の

整備を進める。 

 

 

 

イ．河川 

一級河川根木名川、一級河川大須賀川

は既に河川改修事業を実施中であり、今

後もこれを促進する。 

準用河川天昌寺川は、下流から津富浦

地先までの区間について河川改修事業を

推進する。また、天昌寺川の残る区間と

準用河川大須賀川、下田川、浄向川の

各々全区間については、現況河川の維持

修繕を計画的に実施し、施設全体の長寿

命化を図る。 

 

ｃ．主要な施設の整備目標 

おおむね 10年以内に整備を予定する施

設等は、次のとおりとする。 

 

都市施設 名称等 

河川 

・一級河川根木名川 

・一級河川大須賀川 

・準用河川天昌寺川 

（注）おおむね 10年以内に着手予定及び施行中

の施設等を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．河川 

根木名川は既に河川改修事業を実施中

であり、今後もこれを促進する。 

 

 

 

 

浄向川は圏央道等の将来計画に対応す

る河川改修計画に沿って実現化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

処理区域の面整備の進捗に合わせて、

段階的整備を図る。 

雨水についても、既存の排水路等の

施設を有効に活用しつつ、公共下水道

の整備を進める。 

 

イ．河川 

一級河川大須賀川は、既に河川改修事

業を実施中であり、今後もこれを促進す

る。 

準用河川天昌寺川については、河川改

修事業を推進する。 

 

 

 

 

 

 

ｃ．主要な施設の整備目標 

おおむね 10年以内に整備を予定する施

設等は、次のとおりとする。 

 

都市施設 名称等 

下水道 ・大栄町公共下水道 

河川 
・一級河川大須賀川、準用河川天昌

寺川 

 

 

 

 

-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３）市街地開発事業に関する主要な都市計画

の決定の方針 

① 主要な市街地開発事業の決定の方針 

ア．東日本旅客鉄道滑河駅周辺地区 

現在は若干の店舗等が立地している

が、土地区画整理事業により基盤施設及

び土地利用の再編を進め、駅前広場、都

市計画道路の整備、戸建て住宅を中心と

した良好な住環境の形成を図る。 

今後は、東日本旅客鉄道滑河駅周辺の

面整備の事業化検討を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）市街地開発事業に関する主要な都市計画

の決定の方針 

① 主要な市街地開発事業の決定の方針 

ア．役場周辺地区 

本区域に中心市街地がないことから、

町の顔となる中心地づくりとして交通

ターミナル機能や公共機能、商業機能の

適切な配置、及びこれらに近接する利便

性の高い住宅地の整備など計画的なまち

づくりを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

４）自然的環境の整備又は保全に関する主要

な都市計画の決定の方針 

① 基本方針 

本区域は､利根川、大須賀川をはじめと

する河川や区域全域に広がる山林や農地

など緑地資源に恵まれており、特に谷津

田と斜面緑地により構成される自然環境

は、豊かな生態系を有し、景観上及び防

災上も重要な機能を担っている。 

また、市街化の進展にあわせ、身近な

憩いの場や地域資源を活かした水や緑に

親しむ場など､魅力ある都市環境の形成が

求められている。 

このような状況を踏まえ､豊かな自然環

境の保全と必要とされる緑地の確保を次

のように進める。 

 

・レクリエーション拠点としての公園・

緑地の計画的・効率的整備を図る。 

・谷津田及びその周辺の斜面緑地や山林

等の保全により、特徴ある良好な景観

資源の保全を図る。 

・地域の歴史資源としても親しまれてい

る社寺周辺の森林を保全し、良好な景

観資源として活用を図る。 

・緑の保全・育成、自然循環の確保によ

る生態系の維持、環境負荷の低減を図

る。 

 

 

 

４）自然的環境の整備又は保全に関する都市計

画の決定の方針 

① 基本方針 

本区域は､利根川をはじめとする河川や区

域全域に広がる山林や農地など緑地資源に

恵まれており、特に谷津田と斜面緑地によ

り構成される自然環境は、豊かな生態系を

有する場であるとともに、景観上及び防災

上も重要な機能を担っている。 

また、市街化の進展にあわせ、身近な憩

いの場や地域資源を活かした水や緑に親し

む場など､魅力ある都市環境の形成が求めら

れている。 

このような状況を踏まえ､豊かな自然環境

の保全と必要とされる緑地の確保を次のよ

うに進める。 

・身近に利用できる公園・緑地の計画的・

効率的整備を図る。 

・谷津田及びその周辺の斜面緑地や山林等

の保全・育成による質の高い緑の確保を

図る。 

 

 

 

 

・緑の保全・育成、自然循環の確保による

生態系の維持、環境負荷の低減を図る。 

 

 

 

 

４）自然的環境の整備又は保全に関する都市計

画の決定の方針 

① 基本方針 

本区域は、南部から北部に至る大須賀川

等の沿岸に広がる斜面林や平地等の変化に

富む自然環境を有している。これらは、本

区域の自然環境の骨格をなすものであると

ともに、景観上及び防災上も重要な機能を

担っている。 

また、市街化の進展に合わせ、身近な憩

いの場や地域資源を活かした交流拠点・水

や緑に親しむ場など、魅力ある都市環境の

形成が求められている。 

このような状況を踏まえ、豊かな自然環

境の保全と必要とされる緑地の確保を次の

ように進める。 

・都市の安全や潤いを守る骨格となる緑の

保全育成を図るほか、交流資源としての

活用等を図る。 

・地域の核となる特色ある公園の整備拡充

を図る。 

・潤いと憩いを与える水と緑のネットワー

クを形成する。 

・身近に利用できる公園・緑地の計画的・

効率的整備を図る。 

・自然林を残す社寺林の保全を図り、地域

の交流機能を創出する緑の空間として保

全する。 

・住民が親しむ住民自らの手による里山づ

くりを促進する。 

 

-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

・緑地等の確保目標水準 

身近な自然環境とふれあえる生活環

境を実現するため、道路、河川、公

園、緑地等の公的空間において、樹木

を始めとする緑の増加に努める。 

また、都市公園等は、歩いていける

範囲に公園等の整備を推進するととも

に、植樹の増加に努め、おおむね 20年

後に住民一人当たりの都市公園等面積

を 20㎡以上とする。 
 

② 主要な緑地の配置の方針 

ａ．環境保全系統 

ア．利根川等の河川緑地 

利根川をはじめとする河川について

は、生物生息空間として潤いのある水辺

空間創出のための保全・育成を図る。 

 

イ．天昌寺川、大須賀川、尾羽根川及び下

田川周辺 

川沿いの平地林や斜面緑地は都市的土

地利用との調整を図りながら適正に保

全・育成を図る。 

 

ウ．下総台地部 

台地部の森林や斜面緑地は都市的土地

利用との調整を図りながら適正に保全す

る。 

 

 

 

・緑地等の確保目標水準 

身近な自然環境とふれあえる生活環境

を実現するため、道路、河川、公園、緑

地等の公的空間において、樹木を始めと

する緑の増加に努める。 

また、都市公園等は、歩いていける範

囲に公園等の整備を推進するとともに植

樹面積の増加に努め、概ね 20年後に住民

一人当たりの都市公園等面積を 20平方

メートル以上とする。 

 

②主要な緑地の配置の方針 

ａ．環境保全系統 

ア．利根川等の河川緑地 

利根川をはじめとする河川について

は、生物生息空間として潤いのある水辺

空間創出のための保全・育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

イ．下総台地部 

台地部の森林や斜面緑地は都市的土地

利用との調整を図りながら適正に保全・

育成を図る。 

 

 

 

・緑地等の確保目標水準 

身近な自然環境とふれあえる生活環

境を実現するため、道路、河川、公

園、緑地等の公的空間において、樹木

を始めとする緑の増加に努める。 

また、都市公園等は、歩いていける

範囲に公園等の整備を推進するととも

に、植樹の増加に努め、おおむね 20年

後に住民一人当たりの都市公園等面積

を 20㎡以上とする。 

 

②主要な緑地の配置の方針 

ａ．環境保全系統 

ア．大慈恩寺の森 

大慈恩寺の森は、県郷土環境保全地域

として保全・育成を図る。 

 

 

イ．天昌寺川、大須賀川、尾羽根川及び下

田川周辺 

川沿いの平地林や斜面緑地は都市的土

地利用との調整を図りながら適正に保

全・育成を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

エ．小御門神社の森・大慈恩寺の森 

小御門神社及び大慈恩寺の森は千葉県

郷土環境保全地域として保全・活用を図

る。 

 

オ．市街地・集落地内の緑地 

まとまりのある樹林地、良好な屋敷林､

境内林等の緑地の保全を図る。 

 

ｂ．レクリエーション系統 

ア．地域全体 

市街地内で、日常生活の中で身近に利

用することができる都市公園を誘致距

離、規模を勘案し適正に配置する。 

下総利根宝船公園やグリーンウォー

ターパークは、地域の核となる特色ある

公園として位置づけ、その機能の拡充を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．下総運動公園 

下総運動公園は、引き続きスポーツ・

文化施設拠点と位置づけするとともに、

隣接する山林を含め散策や自然観察な

 

 

 

 

 

ウ．市街地・集落地内の緑地 

まとまりのある樹林地、良好な屋敷

林､境内林等の緑地の保全を図る。 

 

ｂ．レクリエーション系統 

ア．地域全体 

市街地内で、日常生活の中で身近に利

用することができる都市公園を適正に配

置する。また、集落地域においても、必

要に応じて農村公園を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．フレンドリーパーク下総 

総合運動公園であるフレンドリーパー

ク下総をスポーツ・文化施設拠点と位置

付けするとともに、隣接する山林を含め

 

 

 

 

 

ウ．市街地・集落地内の緑地 

まとまりのある樹林地、良好な屋敷

林、境内林等の緑地の保全を図る。 

 

ｂ．レクリエーション系統 

ア．地域全体 

市街地内で、日常生活の中で身近に利

用することができる都市公園を誘致距

離、規模を勘案し適正に配置する。 

グリーンウォーターパーク、ふれあい

の丘公園及び（仮称）中央公園につい

て、地域の核となる特色ある公園として

位置づけ、その機能の拡充を図る。 

（仮称）中央公園については、運動機

能を持つ公園としての整備拡大を推進す

る。 

役場周辺については、新たな特色ある

公園として近隣公園等の都市公園の計画

的な配置を図るとともに、その他の特色

ある既存公園との相互のネットワークに

十分配慮した効果的な整備を促進する。 

 

 

 

 

 

-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

ど、自然に親しむことができるよう公園

機能の充実を図る。 

 

ウ．利根川河川敷 

多目的広場の整備などレクリエー 

ションや憩いの場としての整備を図 

る。 

 

ｃ．防災系統 

ア．地域全体 

水害・土砂災害防止のため、保水機能

を有する森林等、土砂流出を抑える斜面

緑地、遊水機能を有する農地等の保全を

図る。 

 

イ．市街地 

地震や火災時における安全を確保する

ため、公園・学校等の避難場所、防災

拠点を市街地内に体系的に確保すると

ともに、安全な避難路の整備により

ネットワーク化を図る。 

 

ウ．工業地周辺 

成田新産業パークや大栄工業団地等の

工業・業務団地及び市街地内の工業施設

周辺においては、既存集落や住宅地の環

境保全に配慮し、緩衝のための既存樹

林・緑地等の保全、緑化に努める。 

 

 

 

散策や自然観察など、自然に親しむこと

ができるよう公園機能の充実を図る。 

 

ウ．利根川河川敷 

多目的広場の整備などレクリエー

ションや憩いの場としての整備を図

る。 

 

ｃ．防災系統 

ア．地域全体 

水害・土砂災害防止のため、保水機能

を有する森林等、土砂流出を抑える斜面

緑地、遊水機能を有する農地等の保全を

図る。 

 

イ．市街地 

地震火災時における安全を確保する

ため、公園・学校等の避難場所、防災

拠点を市街地内に体系的に確保すると

ともに、安全な避難路の整備により

ネットワーク化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．防災系統 

ア．地域全体 

水害・土砂災害防止のため、保水機能

を有する森林等、土砂流出を抑える斜面

林、遊水機能を有する農地等の保全を図

る。 

 

イ．工業地周辺 

大栄工業団地周辺、大栄物流団地等の

新規工業物流団地及び市街地内の工業施

設周辺においては、既存集落や住宅地の

環境保全を図るため、緩衝機能として既

存樹林・緑地等の保全、緑化に努める。 

 

ウ．市街地 

地震や火災時における安全を確保する

ため、公園・学校等の避難場所、防災拠

点を市街地内に体系的に確保するととも

に、安全な避難路の整備によりネット

ワーク化を図る。 
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3
7
 
-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

ｄ．景観構成系統 

ア．地域全体 

景観計画に基づき、良好な景観形成の

ため、多様な緑の保全・育成・創出を図

る。 

斜面緑地や谷津田の景観、親しみのあ

る田園景観は､本区域の個性ある景観資源

として保全を図る。 

地域の拠点公園である下総利根宝船公

園やグリーンウォーターパーク、小御門

神社、大慈恩寺周辺の緑地等について、

交流機能を創出する緑の空間として位置

づける。 

 

 

イ．利根川等 

利根川、大須賀川等をはじめとする河

川については、潤いのある河川景観とし

て､また､水と緑のネットワークの軸とし

て配置する。 

 

ｅ．その他 

谷津田周辺の斜面林をはじめとした樹

林地の保全とともに、自然学習、林業体

験等の環境を創出するため、市民自らの

手による里山づくりを促進する。 

 

 

 

 

 

ｄ．景観構成系統 

ア．地域全体 

 

 

 

斜面緑地や谷津田の景観、親しみのあ

る田園景観は､本区域の個性ある景観資源

として保全を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

イ．利根川等 

利根川をはじめとする河川について

は、潤いのある河川景観として､また､水

と緑のネットワークの軸として配置す

る。 

 

ｅ．その他 

県の天然記念物及び郷土環境保全地域

に指定されている小御門神社の森周辺

は、緑地と一体となり歴史的・文化的資

源として保全・活用を図る。 

 

 

 

 

 

ｄ．景観構成系統 

ア．地域全体 

 

 

 

 

 

 

グリーンウォーターパーク、大慈恩寺

周辺における歴史の森などの公園、緑地

等について、交流・余暇機能を創出する

緑の空間として位置づけるとともに、そ

のネットワーク化を図るため、散策路等

の整備をめざす。 

 

また、大須賀川等の主要河川沿岸を水

と緑のネットワークに位置づけ、水辺に

触れる空間形成等を促進する。 

 

 

 

ｅ．その他 

ア．地域全体 

町内の樹林地の保全とともに、自然学

習、林業体験等の環境を創出するため、

町民自らの手による里山づくりを促進す

る。 

 

 

 

 

-
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

③ 実現のための具体の都市計画制度の方針 

ａ．公園緑地等の施設緑地 

市街地については、人口規模などを考

慮し、身近な公園（街区公園）の計画的

整備を図る。 

 

 

 

 

 

ｂ．地域制緑地 

市街地や集落地域内の良好な屋敷林、

社寺林については、都市緑地法に基づく

緑地保全地域指定や保存樹・保存樹林と

しての指定により保全を図る。 

また、斜面緑地等は、周辺と合わせた

公園整備のほか、市民緑地の検討や、保

安林及び地域森林計画に位置づけられた

民有林の保全を図る。 

 

③ 実現のための具体の都市計画制度の方針 

ａ．公園緑地等の施設緑地 

市街地については、人口規模、誘致圏

などを考慮し、身近な公園（街区公園）

の計画的整備を図る。 

 

 

 

 

 

ｂ．地域制緑地 

市街地や集落地内の良好な屋敷林、境

内林等については、都市緑地保全法に基

づく緑地保全地区の指定を、また、自然

環境景観である斜面緑地も積極的に保全

を図る。 

 

③ 実現のための具体の都市計画制度の方針 

ａ．公園緑地等の施設緑地 

ア．街区公園、近隣公園 

市街地、新市街地や大栄工業団地周

辺、大栄物流団地においては、面的整

備・開発に合わせ計画的整備を図る。 

（仮称）中央公園については、運動機

能を持つ公園としての整備拡大を推進す

る。 

 

ｂ．地域制緑地 

市街地や集落地域内の良好な屋敷林、

境内林については、都市緑地保全法に基

づく緑地保全地区の指定の検討や条例に

よる保存樹・保存樹林としての指定によ

り保全を図る。 

また、斜面緑地等は、周辺と合わせた

公園整備のほか、市民緑地の検討や、保

安林及び地域森林計画対象民有林の保全

を図る。 
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新 旧（下総都市計画） 旧（大栄都市計画） 

④ 主要な緑地の確保目標 

おおむね 10年以内に整備を予定する公

園等は、次のとおりとする。 

 

ａ．公園緑地等の施設緑地 

 

［大栄都市計画］ 
 

種別 名称等 

地区公園 （仮称）中央公園 3.5ha 

 

-
 
4
0
 
-



 

 
－４１－ 

航空機騒音障害防止地区

航空機騒音障害防止特別地区

都市計画道路（県決定）

都市計画道路（市決定）

自動車専用道路

主要幹線道路

鉄道

インターチェンジ

第３号議案 下総都市計画 航空機騒音障害防止地区 及び航空機騒音障害防止特別地区 並びに 

大栄都市計画 航空機騒音障害防止地区 及び航空機騒音障害防止特別地区の変更 

について 
 

 都市計画区域の変更（統合）に伴う都市計画の名称変更 

 【下総、大栄】⇒【下総大栄】 

 変更後 変更前 

下総大栄 下総 大栄 

航空機騒音障害防止地区 約６２２ha 約６０５ha 約 １７ha 

航空機騒音障害防止特別地区 約２４１ha 約２３９ha 約 １.６ha 

 

 

第４号議案 下総都市計画道路及び大栄都市計画道路の変更について 
 

 

 
 

 

決定 
権者 新名称 旧名称 延長 幅員 

車線 
の数 備考 

県 

下総大栄都市計画道路 

1・3・1 号首都圏
しゅとけん

中 央
ちゅうおう

連絡
れんらく

自動
じどう

車道
しゃどう

１号
ごう

線
せん

 

大栄都市計画道路 

1・3・1 号首都圏中央連絡自動車道 1 号線 
約 3,380m 22m ４車線 名称の変更 

下総大栄都市計画道路 

1・3・2 号首都圏
しゅとけん

中 央
ちゅうおう

連絡
れんらく

自動
じどう

車道
しゃどう

２号
ごう

線
せん

 

大栄都市計画道路 

1・3・2 号首都圏中央連絡自動車道 2 号線 
約 450m 22m ４車線 名称の変更 

下総大栄都市計画道路 

3・5・1 号猿山
さるやま

西大須賀
にしおおすか

線
せん

 

下総都市計画道路 

3･5･1 号猿山西大須賀線 
約 2,540m 14m ２車線 名称の変更 

下総大栄都市計画道路 

3・4・2 号滑河駅
なめがわえき

前線
まえせん

 

下総都市計画道路 

3･4･2 号滑河駅前線 
約 100m 18m ２車線 名称の変更 

下総大栄都市計画道路 

3・5・4 号大栄
たいえい

国道
こくどう

51号
ごう

線
せん

 

大栄都市計画道路 

3･5･1 号大栄国道 51 号線 
約 7,080m 15m ２車線 

名称の変更 
（番号の変
更含む） 

市
（
参
考
） 

下総大栄都市計画道路 

3・4・3号和田
わ だ

フレンドリーパーク線
せん

 

下総都市計画道路 

3・4・3 号和田フレンドリーパーク線 
約 590m 16m ２車線 名称の変更 

下総大栄都市計画道路 

3・6・5号津
つ

富浦
ぶ う ら

成井
な る い

線
せん

 

大栄都市計画道路 

3・6・2号津富浦成井線 
約 3,230m 10m ２車線 

名称の変更 

（番号の変

更含む） 

下総大栄都市計画道路 

3・6・6号稲荷山
と う かやま

線
せん

 

大栄都市計画道路 

3・6・3号稲荷山線 
約 330m 10m ２車線 

名称の変更 

（番号の変

更含む） 

 国
道
51
号
 

 
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

  

 国
道 356 号

  

 (主)成田下総線  

 成田線  

 東
関
東
自
動
車
道

  

※赤字は変更内容 
 (主)横芝下総線  

 
(一

)佐
原
多
古
線

  

3・6・6  

神崎 IC  

下総 IC  

(仮称)成田小見川鹿島港線 IC  

1・3・2 首都圏中央連絡自動車道２号線（４車線） 

大栄 IC  

  
    

新 3・5・4 大栄国道 51 号線（2 車線） 

旧 3・5・1 大栄国道 51 号線（2 車線） 

3・6・5  

神崎 IC  

滑河駅  

航空機騒音障害 

防止特別地区 

航空機騒音障害 

防止地区 

3・4・3  

3・5・1 猿山西大須賀線（2 車線） 

 (主)成田小見川鹿島港線  

1・3・1 首都圏中央連絡自動車道１号線（４車線） 

下総大栄都市計画区域 

 
(一

)成
田
滑
河
線

   東総有料道路  

 
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

  
 

(主
)横
芝
下
総
線

  

 
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

  

航空機騒音障害 

防止地区 

航空機騒音障害 

防止特別地区 

3・4・2 滑川駅前線（2 車線） 

凡 例 

【変更の概要】 

 
(主

)横
芝
下
総
線

  


